
電気電子工学委員会 デバイス・電子機器工学分科会（第 26 期・第６回） 

 

議 事 要 旨 

 

１. 日時・場所 

 日時: 令和８年１月 28 日（水）13:00～16:00 

 場所: 遠隔会議（主催会場：大阪大学 森委員研究室） 

２. 出席者 

 大橋弘美、関谷毅、田中雅明、中村卓司、青砥なほみ、荒井滋久、板垣奈穂、木本恒暢、河野隆

二、國分泰雄、為近恵美、中野義昭、西澤典彦、藤島実、松尾慎治、森勇介、若林整 

３. 議題 

(１) 前回議事録の確認 

 前回議事録を確認した。 

(２) シンポジウム開催に向けた企画案について 

 主な議論内容: 

テーマ: 

シンポジウム案「半導体テクノロジーはウェルビーイングを向上させられるのか？」の開催に

ついて議論。 

議論内容: 

・ 電気電子工学委員会デバイス・電子機器工学分科会にて、今後継続的に議論できるテーマ

を模索した結果、現代社会の大きな課題「半導体とウェルビーイング（共感力）」を軸と

するシンポジウムの案を委員長から説明された。 

・ シンポジウムは、応用物理学会と共同主催という形で、応用物理学会通常開催枠内で実施

（３月 17 日(火) 13:30〜18:00（予定））を検討中。 

・ 一般参加で無料、応用物理学会非会員、学会参加費未納者も参加可能。オンライン配信も

一般無料で実施。ただし、後日アーカイブ視聴の一般公開は行わない。 

・ シンポジウムの主題と問題意識について森副委員長から説明された。心の問題がもたらす

経済的損失は約７兆円規模とされており、社会的に極めて大きな課題であることが共有さ

れた。 

上記提案に関して、多くの委員から賛同をいただいた。主な論点としては、本テーマが半導体

分野・工学（第３部）に限らないこと、「教育」という枠組みではなく、多分野の関係者をイ

ンクルーシブに巻き込む場として設計する必要があることなどが議論された。 

シンポジウムの「記録」に関して： 

・ 大橋委員長から、今回のシンポジウムを「記録」として残したいとの方針が示された。 

・ 「記録」は、発表者のスライド等を含めた会議記録を作成（講演者からの事前の了承が必

要）。 

上記方針に対して、多くの委員から賛同をいただいた。 

 

 

以上 


